






















































若狭湾 80 40 2，657 99.2 264 
丹後海 17 16 273 
富津湾 10 1.5 21 15.5 
栗田湾 3 2 8 17.0 
舞鶴湾 11 0.6 25 9.4 
内浦湾 4 1.5 8 22.0 
高浜湾 14 6 58 
小浜湾 17 6 60 13.1 
世矢久代克湾湾 } よ13つ 5 70 




















































































































































平坦面 2 主な浅所(礁および島しょ)， 3 :主な谷 4 緩やかな田地

















































































































れる植物破片を多数含んでいる (YOKOYAMA and 

















































されている (HAYASHI， 1983)! 7) 
4-3.海底地震構造
以下，主に海上保安庁水路部 (1980a ;2) b13))，一部
合泥率(%)
50 100 





















H土寸 代 (塚 野) (1980 a， b) 
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ロックに分割している.たとえば，水路部 (1980a) 12) 
が指摘しているように， 1)越前海岸に沿って干飯埼
沖から南東に延びる申楽城断漕， 2) これと並行な大
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